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パイプ 。オルガン

完成にあたって

松蔭女子学院大学 短 期大学

学 長  友 枝 重 俊

待望 4年 の歳月を経て や つと チ ャペルのパイプ オ ルガンが完成しました。これは 本 学院の大学

短期大学六中学舎建設計画の距尾を節るものであります。大学と短期大学が そ れぞれ垂水と青谷の旧

学舎から 新 キヤンバスに移転し 統 合学舎を建設するにあたつて 懸 案であった教育研究の諸施設 設

備の充実をはかるとともに キ リス ト教主義による学院建学の橋神を臭現する一つの重要な場として 立

派なチヤペルを建設 債 密には 青 谷にあつた 日チヤベルを再連 )す ることが わ れわれの課題でした。

新キヤンパスの構想と学舎群の設計が進められるにつれて チ ャペルは 正 門に近い学園生活の中心部に

位置すること 300席 程度の規模とすること 鍾楼にはカ リヨンを設けること 窓 はステン ド グ ラスとす

ること バ イプ オ ルガンを設置すること そ してその音響が ヨ ーロツパのすぐれた教会 聖 堂のよう

なバランスのよい残響をもつ会堂を設計すること な どが次々に決定されました。

チャペルは昭和56年 3月 に落成  4月 13日に 日 本聖公会神戸教区主教中道淑夫師によつて祝別式が挙

行され そ の使命にむがうスター トをきりました。ステン ド グ ラスは 立 花江津子さんが 橋 魂を傾け

て制作にあたられました。会堂上部を全長43メー トルにわたつてとりまいて あ たかも絵巻物のように聖

書の物語を展開する見事な大作です。また 同 年 6月 には カ リ∃ンが オ ランタのプティ ア ン ド プ

リッツェン社によって完成 以 後 毎 日 さ わやかな言色をもつて キ ヤンバスに時を告げ わ れわれの

心に呼びかけています。

そして い ま こ のチャペルに マ ルク ガ ルニエ氏によつて パ イプ オ ルガンが完成 大 きな喜び

と感謝の祈 りをもつて祝い 披 電する時を迎えました。チヤペル内での建造作業は本年 6月 から始まりま

したが 約 3ケ 月間の作業中 ガ ルニエ氏とその工房の人々の精励ぶ り 部 品の一つ一つにいたるまで

誠意と意欲がこめられていることをつぶさに知ることができました。また 作 業後半に入 つての整音は

ガルニエ氏の夜を徹しての細心な仕上げによるものです。その結果が タト観 内 容ともにすばらしい ま

さに18世紀フランス オ ルガンの再現 否  さ まざまの工夫によつてそれ以上のオルガンの完成をみまし

た。この紙面をかリ ガ ルニエ氏とその工房の人々に病歴の謝意を表したいと思います。また 世 界でも

稀有なこの試みをわれわれに推進させたのは 十 数年にわたる本学平島教授の研究と情熱であつたことを

特筆したいと思います。

六甲学舎の設計 施 工にあたった竹中=務 店は こ のチヤペルとオルガン計画に全面的協力を憎します

設計担当者と 技 術研究所の言響担当者をヨーロッパに派遣して 徹 底的な調査研究を重ねました。それ

が こ の見事な成果に大きく寄与していることはいうまでもなく 竹 中工務店に対しても 心 からの謝恵

を表します。

本学のチャペルが こ れだけの設備をもつことになつたのは 宗 教的 橋 神的活動の充実という本来の

目的とともに 学 内に高い水準の芸術的雰囲気のあることが 女 子高等教育には大きな意義をもつと信ず

るからです。学園生活の第台装置が こ のように立派に整えられたことに 感 謝と無上の喜びを感すると

ともに こ れらによって開花 結 実するのは 人 間の精神的営為であることはいうまでもありません。内

的進歩という次の課題にたちむがいたいと思います。



オ ル ガ ン建 造 計 画 の 経 緯

侵   案   本 学院では十数年以前からパイプ オ ルガン設置の要望が一部にあっ

った。しかし 当 時の学舎 設 備の状況からも 、またオルガンについての基本的知

識の欠如という点からも 時 期尚早であり ま す 調 査と研究が必要であつた。と

りあえず 短 期大学が 卒 業生の基金の一部によリハモン ド オ ルガン (パイプ

オルガン風の音色の附属スピーカーとともに )を 購入 (昭和45年 )講 堂における

式典などに用いた。

コ査 ・研究  オ ルガンの本格的研究は 、昭和46年 6月  辻 宏氏主宰の 「ヨーロツパ

オルガン巡礼」に平島連司教授が参加することから始まった。その旅行で 、各国

の歴史的オルガン29台と現代オルガン17台を見聞し そ の演奏と録言結果を検討し

た結論は次のとおりである。

1700年～1750年ころに建造されたオルガンが 音 色的にも機構的にも最良である

こと、この時代のオルガンは 国 別ないし地方別に明礎な個性があること 楽 器の

良し悪じ以上に 会 堂の音響状態が トータルの書きを決定し コ ンサー トホールの

オルガンはその殆どがよくないこと な どである。このとき以来 、本学院の組織的

な 「オルガン学」研究が開始された。その後の研究成果は 毎 年 本 学院の大学

短期大学学術研究会刊行の 「キリス ト数論茨」 「 研究紀要」 な らびに 日 本オ

ルガン研究会刊行の機関誌 「オルガン研究」に発表された。

昭和49年ころに至 り わ が国のオルガン関係者は 重 大な見落しがあつたことに

気付いた。それは オ ルガン調律法の問題であつた。これを最初に指摘した人は

ドイツ人のオルガエス ト ハ ラル ド フ ォーゲル氏 (Harald Vogel)で あつた。フ

ォーゲル氏の議演がヒン トとな つて わ れわれの 「吉律の歴史とその物理学的必然

性」の研究が開始された。イタ リア フ ランス  ド イツの間で そ れぞれの歴史的

調律法に差異があり そ れが3国 のオルガンの性格を特色づけていることが明らか

とな った。

オルガン建造にあたり設定される条件は オ ルガンの使用目的によつて異なるも

のである。われわれのオルガンは 女 子学生たちが礼拝で歌うのを助け 、オルガン

ソロの場合にも 神 を讃美し あ るいは 静 かに神を想うのにふさわしいもので

なければならない。そのためには ま す ヨ ーClッパの石造りの聖堂で経験した 、

歌声やオルガンの書きが天から降 つて来るような会堂を建てなければならない。そ

こに設置するオルガンは 威 圧的な書きをもつタイプのものではなく 柔 らかくか

つ多彩な吉色変イしの可能なフランス オ ルガンに範を求めることが望 ましい。また

調律法も 、現代の等分平均率によらず フ ランスのオルガン建造家の意見を尊重し



て古典調律法の中から選びたいと考えられた。

オルガン捜置決定  昭 和51年以来 大 甲新学舎建設計画の進行につれて 学 院のシ

ンポルとしてのチヤペル建設についても具体的検討が重ねられた末 53年 6月 ノ`イ

プ オ ルガンの購入が (カ リヨン ス テン ド グ ラスとともに )学 長と常務理事会

によつて提唱され 建 築委員会 教 授会の承認 決 議が得られた。ここに パ イプ

オルガンの建造 設 置は現実のプログラムに入 ったのである。

そこで 同 年 8月  前 記のハラル ド フ ォーゲル氏が日本とアメリカに参加着を

募つていたオルガン ツ アーに平島教授を派遣し そ の機会にフランスのオルガン

建造家と協議させることとなった。同時に 竹 中工務店に技術者の派遣を求めたと

ころ 、大甲キャンパスの設計責任者永日祐三民の同行が決定された。会堂の設計者

にヨーtElッパの聖堂におけるオルガンの書きを実際に体験してもらうことが本質的

に重要であることは自明であり それが竹中工務店の好意によつて実現したことは

この計画にとつてまことに幸であった。

と澄事の決定 と契約  こ のツアーにおいて 平島教授は フォーゲル氏に腹案を示し

松蔭がフランス オ ルガンを建造することに全幅の賛意を得るとともに 建 造家に

ついては フ ォーゲル氏が 「ヨーロッノヽで一番耳のよい整吉家Jと して紹介したマ

ルク ガ ルニエ氏に会い 実 際に ガ ルニエ氏の企画の細密さと 作 品の書色の実

しさを確認 そ の報告にもとづき 本 学は 昭 和54年 1月  ガ ルニエ氏と正式に建

造契約を締結した。

また こ れまでの研究成果として 、55年 6月  平 晶教授の労作 「オルガンの歴史

とその原理」が 本 学学術研究会より刊行された。

言書条件の検討  昭 和55年 5月  チ ヤベル着工に先立ち ガ ルニエ氏を招き 竹 中

工務店技術研究所において 会 堂の模型を用いて音響条件についての協議が行われ

た。さらに 技 術研究所村井信義主任は 55年  56年 のオルガン ツ アーに同行し

て 現 地での音響演J定にあたり 本 学チャペルの音響設計にセなえた。

また チ ヤペルが落成した後の昭和5?年 1月 にもガルニエ氏が来学 チ ヤペルの

実際の音響効果を実測し 所 期の条件がみたされたことを確認するとともに、オル

ガン建造における音響調整の資料とした。

完   成   昭 和58年 6月 6日  フ ランスでの作業を終えたガルエエ氏一行 6名 が

来学  3月 14日に全建造作業が終 り 本 学のパイプ オ ルガンは完成したのである。

このオルガンは 数 多くのヨーロッパ聖堂のそれらと比較しても全く遜色のないも

のであり 会 堂を含めた トータルの書きと、その姿において ま た意のままに創 り

出すことのできる古色において す べて あ らかじめ企図された計画のとおりであ

つた。単に書の音楽を最高に美しく演奏できるばかりでなく 21世 紀の新しい音楽

世界を開くにも役立つであろう。



オ ル ガ ン 建 造 計 画 の 精 神 的 背 景

鈴 木 雅 明

～ 三 者 会 訟 ～

当大学 に店 ける 方 ルニエ  オ ルカンの建造計画は 平 島 達 旬教海を中心 とする 1年 来の研究成 果が

集大成 され た ッヽの である .こ の運溶 については 前 章に詳 しく述べ られ ているが  そ の中 で 特 に重要

なこ との一つは  チ ヤヘルの設計1費β告か ら既 に 大 学側  設 5+者 竹 中工蔦石 永□設計課及び技術研究

所  と オルガンピルター  マ ル ク  カ ルニエ  の 二 右会:ぺが綿密 に行なわれた ことであ った,tンか t,

それ が単な るよ京怖テ上の打ち合わ せにだ 始せず  こ の全 キ ャンハ スの新築5+画全体 に対 する実的 1面値 l‐4の

一致に まで至 つたこ とは 全 く望タトの 喜びであ つた ,こ のことによ り 我 々は 我 々が寄 つて立つべ き

共通の基盤 を得 るこ とがで き 規 代の オル カン建造にお ける 言 わば理思的な精 神土壕 が生み出 され た.

そ してこの内的 に一致 した協力関係によ り 以 後のすべ ての 15程が極 めてす`ざらしい募囲 気の中で進 め

られたは か りでな く 実 際 上の棒々な困難が氷解 してしまったのであ った ‐

その孫る実  こ の オル ガンの指つ典型的古典的要素が  言 讐的にも視覚的 にも チ ャヘルの現 lt性と見

事に調和 じ 独 4奇の美 しい空 間を生みだすこ ととな つた .

～ 言葉 に仕 える道具 ～

オル ガンのため に綿密な 宙響設 :すがな されたこの チ ヤヘルは  し か し tフちろん単なるオル ガンの人

れ物 ではな い 祝 剛 された神礼拝の場所 である そ して こ の三十回に於 ける我々の 幸運は  ま さにこの



ような神礼拝の場所に最も美しい讃美を捧げるための道臭として オルガンの設置が許された点にある。

このことは 我 々がガルニエとの交渉において 、細かい技術的な問題を話し合う際にも く り返し確認

し合い 、常に念頭に掲げておいたことであり 本 邦初のフランス ク ラシック オ ルガンに於ける 、あ

らゆる面での新しい試みや特徴は 、すべてこの方向に収敷している。

そもそも オ ルガンという楽器は ヨ ーロップヽ音楽史の中で 全 く独占的に 礼 拝用楽器として発展

してきたものであった。礼拝の中での機能は 時 代により ま た場所や教派によって少しずつ違うが

いずれにしても 常 に人の声との密接な関係を保 ってきたのは 周 如のことである。印ち 会 衆讃美の

導入と伴委 聖 歌隊合唱の裏打ち ま た時には 合 唱の一声都を受け持ったり 全 声部を代わ りに演奏

することもあつた。また 礼 拝の前奏や後奏も 本 来的には 礼 拝の内容と関連を持つ。言いかえれば

すべてが 言 葉で表わされる内容との関連に於いてのみ 、意味を持ち 言 葉に奉仕し 言 葉を助け ま

た意味内容を伝達 (または 釈 義 )す ることが オ ルガンの主たる目的であったし ま た 現代 でもそ

うあり続けるべきである。

この言葉とオルガン吉薬との関係は 歴 史的オルガンの原理と構造に於いてのみ 、正しく再現され得

るのであり そ のことは 、このガルニエ オ ルガンによつても 直 ちに確認できる。

この楽器で 讃 美歌をひいて見れば  す ぐわかることだが 17-18世 紀の楽番と同じように 常 に一

番上のメロディが 朗 々と歌うように作られている。しかも全体のバランスは極めて美しく、内戸の動

きが明顕に聞きとれる。 1つ 1つ のレギスターが 3書 LEfによつて 少 しずつ異なる書色を持つため

このような 「ポ リメElディーク」とガルニエが呼ぶ効果が生まれてくる。これは も ちろんミーン トー

ンに近い調律法と 会 堂の残響から生まれる 類 希れな透明感と相まつて さ らに美しいものとな って

いることは 言 うまでもない。

～ 口得活問題の青景 ～

今日では 、さすがに「「調律とは平均律のこと」などと思 つている人は減ってきたが そ れでもなお 、

調律の変更が容易にできないパイプオルガンの場合は 選 択がむずかしく 日 本では 大 半が平均律に

なつてしまっている。我々が選んだ調律法についての詳X8は  後 述にゆすり こ こでは こ の問題を読

議することの価値についてだけ記しておきたい。

鍵盤楽器に於いては 単 によい楽器とよい演奏家がいるだけでは 美 しい音楽が演委され得るとは限

らず そ の楽器が、美しく調律されていることが不可欠の要素となる。この楽器と演秦家の間に介在す

る調律という要因は 不 思譲なことに 我 々の音薬や文化全体に対する姿勢をも反映する  1つ の指針

となり得るのである。

現代の調律法 (平均律 )に よれば す べての調性が 一 様に 、ある一定の美しさをもつて響く。従っ

て各調性間の言色の差は 全 くなく、ハ長調と口長調との差は 言 高によるもののみである。また 、完全

5度 が純正に近くな っているので 三 和書の基本的な吉色を決定する長三度が 大 変広く、常に一様に

濁つている。

それに対して 古 策的調律法 (ミーン トーンとその応用 )は  多 用するいくつかの記性に必要な長 3

度を で きる限 り美しく審かせ 全 体として で きるだけ純神な響きを残そうという精神に基づいてい

る。従 って 当 然 よ り美しく響く調性と そ うでない調性が存在し 結 果として き 調性間の音色の

差 性 格の差が生まれる。

「すべての調性が同じようにひけるように」という平均律的態度は 音 楽史を一曽しただけで 自 己

予盾をおこしていることがわかる。即ち 菌 洋音楽史上  1オ クターフ内の12の音を完全に平等に扱っ



たのは シ ェーンベルク以来のことであつて そ の時点で 調 性は崩壊してしまつたのである。言いか

えれば 、すべての吉 (又はすべての半音 )を 同じように扱 つた所には  「 調性」そのものが存在しえな

いのである。つまり、 「すべての調性がひける」調律には 、調性古薬の基礎となる純粋な音程関係が一

ケ所も存在しないのであるから、 「どの調性もひけない」調律こ者 平 均律である というべきだろう。

この平均律のもつ 画 ―性 万 能 多 目的嗜好 さ らに 便 利さ 融 鶏性などは す べて 現 代支明

の特徴でもあり、より遠く よ り多くという 重 を競う考え方と同一線上にある。

我々が 迷 うことなく古典的調律法 (この呼び名は 必 ずしも正しいとは言えない。最も自然な調律

法であることから、 「自然的調律法」と呼ぶ人もいる )を 取つたのは 我 々のなすべきことが 、現代文

明の巨大化 ス ピー ド化に与し そ の中で 単 により大きく よ り機能的で よ り便利なオルガンを作

ることではな い  と 考えた ことの結果でもあり ま た同時に よ り美しいもの よ り純神なものを求

めてきた我々が行きついた帰結でもあった。

～ な す べ を こ と ～

ひたすら 「美しいオルガンを」と求めてきたことは 決 して

単に演奏会をするため で もなければ 我 々が聞いて楽しむた

めでもない。既に述べたように 言 葉と音楽の関係が育まれ

オルガンが発連しすべての文化がその中で形成されたところの

歴史全体を支配する神  ま た 調 律とき審の原理 法 則 自 然

界のすべての秩序を創造し か つ保っておられる神 こ の畦一

の神に対して請美を揮げること こ れが終局的な目的である。

我々のなすべきことは 多 くはない。 「心をつくし 思 いをつ

くし、精神をつくして」讃美することである。神への拝げ物と

は 収 獲の初穂であり う いごであるべきだ。国ち 我 々のな

しうる最上のもの 能 う限 り美しいものをもつて 讃 美するベ

きなのである。

しかし こ のような追求によって 実 現し得た美しさは  ま

た 同 時に神から我々への賜物でもある。従 つて こ のチャペルの中で 一 瞬た りとも 美 しい音楽が

委でられた時 、我々のアプローズは ま ず 天 に向けられてしかるべきなのである。このことは チ ヤ

ペル内の聴衆とオルガンの位置関係に於いても 豪 徴的に表わされている。ヨーロッパの多くの教会が

そうであるように 入 □上のギヤラリーにオルガンがあるわけだが 奇 しくも オ ルガンと聴衆が一つ

の同じ方向を向いている。そして そ の方向に何があるか。ほかな らぬ 十 字架である。オルガンが

聴衆の東正面に来たのは コ ンサー トホールにオルガンが入るようにな つてからのことである。聴衆が

言葉を真正面に据えて 完 粘してはならない。音楽の自己目的化に至るあらゆる南芽を 我 々は 注 意

深くつみとらなければならない。

この松蔭におけるオルガン建造計画とその活動が 正 しい方向に進み 人 に で はなく 神 に 喜 ば

れるものとなるよう 願 つてやまない。

「万物は 、神からいで 神 によって成り

神に帰するのである。来光がとこしえに

神にあるように ア ーメン」 (ローマ人への手紙 1'136)



松 蔭 オ ル ガ ン 設 計 の 概 要

教 授 平 島 連 司

基 本 構 想

オルガンとそれを入れる会堂の設計に先立つて 、ポ リシーを決めなければな りません。それによつて 、

設計が全く変わるからです。

私たちのオルガンでは 女 子学生の式典や礼拝における合唱の伴奏をすること 礼 拝以外の空いた時

間に B畏想のための来訪者の祈 りを助けること 必 要な場合には豪快な書きを用いて神を讃え 人 々を

勇気づけるような音楽も作ることができること を 前提条件としました。このような目的のためには

フランス ク ラシック オ ルガン (1700～1750年代のもの )が 最もふさわしいと判断されました。

フランスの新しいオルガンも 88分 的には参考にな りますが 、現在ではクラシック オ ルガンの意義

が忘れられていますので 現 在の時点では ク ラシック オ ルガンの原点を再現することが最も有益で

あると考えられます。昔の技術は分かっていると言う人も多いと思いますが 平 均律に調律すれば そ

れだけでフランス オ ルガンの書きは変わ つてしまうのです。

フランス オ ルガンは 残 書の長い会堂で最も美しく響 きます。残響の長い会堂では 、平均律に調律

したオルガンでも 、雄れた腫離で聴けばビー トが拡散されて美しい言色にな りますが オ ルガンの近く

では ざ らついた者色にな り、多声音楽はどこに行ってもよく聞き分けられません。

音律と残宰を正しく取 らずに昔の技術が分がっているという人は 、何も分かつていないのです。ここ

まで理解しているオルガン建造家は 、ガルニエ氏のほかにはそれほど多くはいないようです。

フランス ・クラシック ・ォルガンの原理

ドイツ系のクラシック オ ルガンや現代のオルガンでは い ろいろの書色のパイプを作ることに努力

が傾注され そ の結果オルガンは巨大なものとな り 演 奏のためにも無益な労きを多くしています。

フランス ク ラシック オ ルガンでは ス トップごとの音色の種類をできるだけ少ない数に制限し

同じ香色でピッチの違ういくつかのバイプを自然倍音の法則に従って同時に鳴らし 新 しい音色を作る

という原理に徹しています。3パ イプは ど のように組み合わせてもよく溶け合うことが絶対条件とな

ります。どのように組み合わせるとどのような音色が得られるか と いうことに関して 一 定の法則が

生まれます。フランス オ ルガンでは こ の法則に習熟しさえすれば  ど の楽器でも 、予め調べておか

なくても直ぐに弾くことができるのです。

オル ガニス トは即貝演奏の名人でなければな りません。そのためには 、コン トロールしやすい薬器を

使 ってもらうことが大切です。フランス ク ラシック オ ルガンの音作 りは 自 然倍音の法則による順

列組合わせの問題ですから、簡単な原理によって豊督なヴァライエティが得られるのです。 (簡単な数

学の問題です ?)。 同時にすべての音色のコン トラス トが自然で 唐 突になることがありません。

自然倍書の法則は オ ルガンに限 らず 音 楽の物理学の基本原理ですから お 忘れにな つた方のため

に説明しておきます。スピーカの振動膜を 電 気的に一定の振動数で振動させることができます。 1秒

間の振動数を周波数と呼び !!ヘ ルツという言い方で表わします。いま こ の周波数をギ リシャ文字

で%ヘ ルツと書きます。次に 71の 整数倍のき列を7nと ぃぅ文字で表わしますと 次のようにな ります。

3/,=ち   第 1倍 音を基音と呼びます 72=2竹  第 2倍 首以下をまとめて倍書と呼びます

7n=n71(n=1,2,3… )

この音列を自然倍音列と呼び そ れぞれ個別の音を純書といいます。

純書は電気的に作ることができますが 、自然界には存在しません。人の声や楽醤のきは必ず自然倍音

列 (成分きの数は20以上もあります)か ら成 っています。この法則を倍書法貝Jといいます。ピア/や ヴ

ァイオ リンの書の高域の成分古は 整 数fOtより段々高くなるといわれていますが そ れほどひどくはあ



りません。これが狂つて来ると 薬 書ではなく雑書となります。オルガンの書の成分きは厳密な倍音関

係を構成します。人の声や楽器のき色の違いは 存 在する倍書の種類と そ れぞれの倍音の強さによっ

て決まります。ピス トンのない トランペッ トの書階は 唇 の締め方によつて自然倍音を吹き分けて作ら

れます。

パイプオルガンでは 大 昔から多数のパイプを同時に鳴らしていますが そ れぞれのパイプのピッチ

は自然倍音の比率に作られていました。楽書の倍音法則は 1636年 にフランスのマラン メ ルセンヌ

(Marin Mersennc)によつてはじめて記載されたのですが そ の何6年 も前からオルガン パ イプにつ

いて実用されていたことは驚くべき事実です。

ォルガンの鍵盤の十一の名称は 、わが国では た いてい ドイツ式の音名で呼ばれます。C c cl

c2c3 … と書かれ cに c2がピァノの中央の音域に一致します。上端が開いたパイプを開管 閉 じた

ノヽイプを開管と呼びますが  8フ ィー トの長さの開管のピッチは ピ アノのCの ビッチに一致し 4フ

ィー トの長さの開管のピッチは ピ アノの cの ピッチに一致します。そこで、オルガンのス トップの名

称には フ ィー トの文字の代わりに 'と いう記号でCの 十一のパイプのピッチを併記します。 ドイツの

オルガンでPrinziPa1 8' フランスのオルガンでMontre 8'というのがこれです。この表示によつて倍書

関係が脚座に判読できるのです。

開管では 同 じピツチに対して管長は半分で足り Cの ピッチを有するパイプの実長は 4フ ィー トで

す。ス トップ名に付記する数字は パ イプの実長ではなく 同じピツチを有する開管の長さで示します。

従ってパイプの実長 4フ ィー トの開管の名は Bourdonぼ となります。

いま 8'の ブ`イプと4'のパイプの倍音を調べてみましょう。ぼのパイプの基音をフヘルツとします。

8ア の パイプ 7 27 37 47 57 6ツ  …   4' の パイプ  27 47 67 …

それ敬 、8'のパイプに4'を足しますと 8'の 成分音の中の偶数次倍きを補較した形となり 基 音は3'パ

イプと同じ<フ ヘルツです。この理由で 沢 山のス トップを引き出すとき 合 成音のピッチは最低吉の

ピッチに一致しますので 最 低者のス トップを基本ス トップと呼びます。

以上の説明から オ ルガンのス トップ リ ス トに書かれている4' 2イ  2' 135… という数字は

8'を倍音次数で割つたものであることがお分かりでしょう。

さて フ ランス ク ラシック オ ルガンの音の作り方には 3つ の系列があります。

① プ ラン ジ ュ (Picln jeu)の完成

これは ド イツのプレーヌム (MixturPicnunl)と基本的には同じですが 一 つ違う点はリー ド害を絶

対に加えないことです。開管の 8'(J 型ヽオルガンでは閉管で代用することあり)に 開管の4′ 2'を 順次

加え、最後にはミクスチュア (Fourntturc単独またはFourni↓ure+Cymbalc)を 加えて完成します。

の コ ルネ (Comet)の 完成

フランス独特のレジス トレーションです。基本ス トップは必ず閉管または半閉管 (閉管の管長に小さ

な管をつけたもの)を 用います。これだけで美しく柔らかいフルー トの音色です。

これに第 3倍 音ナザール (Nazard)223'を足すと クラリネットのようなき色になります。開管 (時

には半閉管)4'を 足すと、音色が明るくなります。

さらに、第 5倍 吉ティエルス (Ticrcc)135'を足すと オ ーボエのような音色になります。

これに開管の4' 2'を足して基音から第 5音 まですらりと並べたものが コ ルネです。高書部で美し

い旋律を鳴らしますので 強  弱 のコルネを 1個 のス トップ ノ フで引き出せるようにしたCornet 5夕」

が第 2 第 3 発 4(弱 奏 )鍵 盤に置かれています。

上記の 3つ のコルネの他 第 1鍵盤と第 2襲 盤で 5つ のス トップを弓き出してコルネを作ることがで

きます。これは最低吉まで演奏可能で 低 吉域のコルネはティエルス ア ン タ ィーユ(Tierce enTo‐

11lc)と呼ばれ 例 えようもないほど美しいものです。



コルネから見れば いささか袴系になりますが、Larig6t i13'と呼ばれる第 6倍 音のス トップがありま

す。8'または8'+4'と 組み合わせて 美 しい笛のような音色になります。

①  リ ー ド管とグラン ジ ュ (Crindぅ。u)の 完成

リー ド管の響きは ドイツのものとかなり違います。リー ド管とコルネを一緒に幌らすのがグラン ジ

ュですが、最も要快な古色であリ ド イツのオルガンに全くないものです。

コ 得  の  問  題

フランスのオルガンの音色は

C(こ れの周波数を 1と します)  c(周 波数 2)  o(周 波数 2× 32)

c'(周波数 4) e'(周 波数 4 XS4)

から作られます。管列相互間は精礎にこの比率に整音されていますが 問 題はキーの音階の調律です。

等分平均律に調律しますと 単 旋律を弾くのには問題ないのですが  3度 (たとえば c'一e')の 和音を

弾くと 平 均律の 3度 は,4セント狂 つていますので う な り (ピー ト)が 現われます。この理由で、フ

ランスのクラシック オ ルガンの調律はミーン  ト ーン香律 (図 1)が 基準になつています。

図1の音律では調号が3,または4‖よりふえた

とき、ヴオルフ5度 (純正6度よりも365セ ン ト広す

ぎる )|こひっかかります。このウォルフは 7つのミ

ーン トーン5度を純正5度に置き換えると消滅瞭

すが(図2)、純正3度が1個だけにな リ コ ルネが実

しく書かなくな ります。松蔭のオルガンの場合に

は ラモー(Rameau)の 方式にならつて 4個 の ミ

ーン トーン5度を純正 5度 に置き換えました (図

3)。  こ の場合には 純正長 3度 は 4個 とな り

ハ長調 へ 長調 イ短調 二短調の曲を コルネを

用いて完全に弾くことができます。同時に ヴォル

フ 5度 の偏差は145セ ンチまで減少します。この

付近の調では 4つ の 5度 が純正にな りますので

Nazard 2%′ やPiCin,cuの 和書が美しくな ります。

□ 2 キ ルンベルガーお 3法

□ 1 ミ ーン ・トーン百律
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□ 3 松 店オルガンの口律方式
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会室の残●の効果

会堂の残響が長くなると オルガンの書が丸みのある弾んだ響きとなり、美しいレガー トができます。

また 、直接音と残響がハーモニーを作 りますので 古 典調律が大変美しく書きます。

よいハーモニーが得られると、多声音楽の各声部がはっきり聞き分けられるのが不思議です。ガルニエ氏

のオルガンは この点で素晴らしい偉力を示します。合唱の伴奏用にという目的は完全に異たされたわけです。



オルガン建造家

マルク・ガルニエ氏より
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序

たとえば 「オルガン建造術」というような表現を 現 代

の言葉に置きかえねばならないとすれば  オ ルガン作品と

は文化に奉仕するためのコミュニケーションの具である

と言いたいのである。

日本のような国において、オルガンによる音楽表現が

松蔭女子学院大学の意図する企画規模においてとりあげら

れるとき ま さに上述の事が重要な問題にな ってくるので

ある。典礼的および支イし的使命を担う建物の建造が提示す

る問題は多様であり そ れは 古 いヨーロッパの伝統に対

する開心が高まりはじめている国においては と りわけて

複雑なものである。

いつの時代にも 、諸国民のコミュニケーションヘの渇望

は 人 間の感動の結島である芸術作品の交流にとっての至

上命令であった。その証拠として、この古い地球上で今な

おわれわれの間に存在する芸術作品全体をつうじて 過 去

数世代の巨匠たちがわれわれに遺贈したすべての作品が秘

めている価値を じ っくり観察してみようではないか。

一台のオルガンの存在によってわれわれが事登しうる思

沢とは そ れが平和を生みだすということである。人類は

平和を必要とし 古 楽はつねにそのことに貢献してきた。

何よりの証左は こ の流れにおいてわれわれが所有してい

る文献や手稿の示す芸術的な証言である。

われわれが現代という時点において 音 薬的使命をもつ

芸術作品を制作するときに解決しなければならない問題は

最終的にはここにある。

われわれのすべての同志たちは 、この作品にかれらの技

1扇を供与することに腐心してくれたが、おかげで わ れわ

れは委托されたこの仕事を光栄に思うことができるのであ

る。

われわれのオルガンが 、それを眺め 、それを聴き そ れ

を演奏してくださる人に 、美のメッセージをもたらすこと

を期待する。

このオルガンが、諸国民の群 、また人間精神と書楽との

粋を強めてくれることをせつに祈る。
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構   想

今回の仕事については お そらく  「 再構想」reconCC

Ptio●という言葉を使うほうが適切であろう。と言うのも

問題にな つているのは現代の一楽器であって し かもそれ

が オ ルガン音楽の演奏における正統性の追求という こ

んにちの傾向に従うものだからである。1?～18世紀のフラ

ンス美学の決定63な選択は 音 響条件のうちに存する特殊

な問題を提起するのだが 竹 中工務店の現場技師 専 門技

術家 建 築技師および設計技師の方々によって実現された

音響学的ならびに美学的な課題に関するみごとな成果のお

かげで わ れわれはこの問題を 最 きの条件のもとに処理

することができたのである。

フランス オ ルガンの様式は こ の国に固有の言響字と

言葉的慣習を基調として展開してきた。最も重要な点は

今回の大 きさの規模に対する音響効果 き 色および吉質で

ある。

この音響条件を最もよく生かそうとの配慮から わ れわ

れ!よ ポ リフォニーとポ リメロディを同時に達成できるよ

うな入念な整吉を行つた。この事は 吉 作 りに必要なバラ

メーター (メンズールに関する助変数 )を 正確に設定する

ことによってなされる。もとより 最 大の注意の対象はパ

イプ製作であったが タト箱 風 箱 ふ いごの製作に対して

もきわめて細心の注意が払われた。

床板 バ ルコンとその天丼の言響学的通則に従 つた構築

tよ 楽 器の全体的効果の向上に寄与している。

楽器全体にわたっての合板なしの木材の使用も も ちろ

ん 音 響効果と無縁のものではない。

CONCEPT10N

Pour cet ouvrage, il serait peui‐Otre prl‐

千Orable d'employer ie mot "reconception"

Car   S'39it d′un instrument d′aulourd′hui

qui su i 13 tendance actue‖e de recherche

d'authenticit6 dans  ′interprltat on de i3

Musique d'Or9ues  Le choix dじ iblrl de

r e s t hもt i q u e  f r a n c a  s e  d e s  x V  e‐×V i  C

siecles pr6sente un prob10me perticu er qui

rlside  dans  ia  qua t6  de  '3COuSt que

L'honorable performance rea is6e par ies

constructeu rs, techniciens, in9enieurs et ar‐

ch tectes  de  la  Sociも tじ  TAKENAKA

K O M U T E N r  e n  m a tё r e  d ' o c o u s t  q u c  e t

d′esthOtique′nous a pernis de tra ter ce pro‐

jet dansles me‖leures conditions

Le siyle de  'Orgue Francais s'est 06ve―

lopp6 sur ia b3Se deS acoustiques et des usages

musicaux particu ers a ce pays Le poini le

plus impOrtant est l′effect sonore′la couleur

et ies timbres en relation a ces dimensions

Nolre souci de servir au  mieu× cette

acoustique nous a conduit a rllabOrat on

simulianle de i3 pOlyphonie et de ia poly‐

mllodie Ceci s'obtient en dlf nissant iud

cieusement ies paramOtres qui conduisent a

ta product on des sons C″est, bien S3ri la

iuyauter e qui 3+ail'obiet de i3 plus 9rande

attentlon mtlis encore un soint tout partト

cul er a 6t6 observl dans ia fabrication des

buffets,des sormmiers et de 13 SOuiflerie

La consiruction d'apr6s certaines rё91es

dracoustique du plancher, du balcon et des

plafonds′nous a permis d′am1l orer ie rende―

ment 91ob31 de l″nstrument

L′util鋭tion de bo s masstt pour l′ensem‐

ble de 13 rё3 SatiOn n′esi″ bien s8rフ pas

ltran9ёre au rもsuitat sonore



ミーン ・トーン畜律

この言葉 TemPcramentは ォ クターヴの分割結果を表

わすために 反 対の使われ方をしているように思われる。

何故なら ラ テン語のTEMPERAMENTUMは  「簡単な

整数比」を意味するからである。
'Tcmpercr"(や

わらげ

る)と いう言葉は 、実際上 、薬器の音が固定されたときの

同一きに対する 2つ の可能な呼び方 (たとえば 聾こと変ホ

等)を 混同するために用いられている 〔訳注 半 音名を異

名同音にするために 「平均律」を採用することを指す〕。

今回の場合には わ れわれは調律法としてミーン ト ー

ン音得を採用した。ただし オ リジナルのミーン ト ーン

音律で弾けなくなる調を演奏可能にするために若千の変更

を加えた。 4つ の 3度 ハーホ ヘ ーイ、 トー□、変ローニ

は純正である。前述の変更で、 〔訳注 本 来せまい 5度 で

あるところの〕若千の 5度 を純正にとるのであるが そ の

結果 、上記以タトの 3度 は 多 少とも不れとなる。

技術的記述

タト箱 :音 を出すパイプ類 機 格的要素および送風装置を

載せるのに供する一種の家具である。それらは 、一種の「自

動運搬車」のタイプ す なわち 、風箱やパイプ類のような

甚だ重い要素を支える構造物で そ れらの骨組みを組み込

んだものである。これは 、楽醤の物理的混乱を減少し 興

行を縮小できることに基づく補足的な効率向上をもたらす

点で、有益である。

大タト箱の全体の高さは32フィー ト (10.336m)そ の幅

は,6フィー ト (5,168m)、 その奥行は35フ ィー ト(1,131

mm)で ある。このオルガン全体の建造に用いられる長さの

単位フィー トは 建 物の寸法に基づいて算出されたもので

ある 〔6R注 音 響的に最書のオルガン寸法が 建 物の寸法

に基づいて計算されることを意味する〕。

このタト箱の 3面 はオーク材を用い 吉 面は樹階賞 (モミ

とハ リモミ)を 用いて製作される。この選択は ノ イヽプ類

全体の共鳴による協和と共鳴を助け そ れらに含まれる発

書物質の効果 、効率を著しく増大する効果をもち ス トツ

プの種類の数を必要にして十分なものとする結果をもたら

すものである。

LE TEMPERAMENT MESOTON10UE

Ce mot est peut― Otre utilisO a contrario

pour d6signer ie r6suitat du partage de

rOctaveャ car en atin TEMPERAMENTUM

s19n ifie″juste proport on" Cette maniO「e de
'temp6rer″

 est en fait utilis6e pour con―

fondre les deux appe‖ ations possibles d′une

mOme note lorsque 1lnstrument est a "son

fixe“(exempe RE‖ ,MI♭ ′…)

Dans ie cas prむsent′nous avons ut‖is6 1e

tempじrament mosOtonique que nous avons

modifi3 pour permettre quelques tonal tも s

supp 6mentaires Les quatre jerces iuStes

sonti C‐E′F‐A′G‐H et B‐d° Ceci a pour effet

de nous permett「 e quelques quintes iustes

dans ies tona it3s Oけ les tierces ne le sont

pas

DESCRIPT'ON TECHN:QUE

Les buttetsi Ce sont des meubies destin途

a recevOir ia tuy3Uterie sorlore, les 616ments

mOcaniques et i3 SOurヤlerie lis soni de type
“
autoporteur",crest‐台―dire que les structures

de suppOrt des lllments trOsloじ rds,teis que

les sommiers et ia tuyauterier sont con―

fondus avec la charpente de ceu× ―ci Ceci 3

pour avantage de diminuer irencombrement

physique de rinstrument et de lui apporter

un rendement supplも mentaire dO a sa pr。 _

londeur r6duite

La hauteur tOt31e du grand buffet est de

32 pieds t10336 mm), sa largeur de 16

pieds 〔5168 mm)et sa prOfondeur de 3′ 5

p i e d s ( 1 1 3 1  m m ) L ′ u n k l  d e  m e s u r e ( l e

pied)ut‖ isCe pour ia const「uction de l′en‐

semble de cet ouvrage a も t6dOfinie draprёs

ies dimensions de l′ldifice

Ces meubles sont rOa isOs′pour leurs trois

facesr en chOner et pouri'3「riёre,en r6sineux

(sapin et 6pitta) Ce chOix favorise la con―

sonnance et ia r6sonnance par′
′
sympathie“

de toute la tuyauterie, ce qui a pour effet

!▼



透し格子 ,こ のものは  正 面パイプ上88に位置し き

提樹の材に彫刻したもので 数 回の下塗 りで仕上げた後

金箔を被せてある。その役割は 単 に美学的なものだけで

なく タト箔の中の空間と教会堂の音場との間の音響の交換

を調節することを可能にしている。

この外箱は 、この楽器の 5つ の音響計画を包含している。

すなわち 4つ の手鍵盤と 1つ の足鍵盤である。大外箱の

中央の主要な部分に グ ラン トルグ鍵盤の風箱を 両 側面

には足鍵盤のそれを容れている。エコー鍵盤の風箱は基lH

の中に在リ レ シ鍵盤のそれは中央小塔の最上38にある。

ポジティフ鍵盤の風箱は バ ルコニの手摺りところに独立

して存在する外箱の中に収められている。

大タト箱は  5つ の小塔と 4つ の平面から構成される。ポ

ジティフは 3つ の小塔と 2つ の平面から構成される。各小

塔の頂上には 、地上と天上における人類の生命を象徴する

「火魅重」が置かれている。

内 部 構 造

メカ三カル ア クシヨン :手 鍵盤または足鍵盤の十一と

バイプの脚都まで加座空気の到者を許す弁との間の機械的

な連絡は 、 ト ラツカーを用いて直接5つ 張ることによつて

実現される。木で作 られた伝連用の角棒は 中 間で□―ラ

ーボー ドを介して弁に連絡している。この部品は 半 書階

の順に配置された鍵盤から、左右対称に配置された風箱の

音階に作動することを可能にするものである。

ス トップのつまみと 、薬醤のス トップ選択の役割 りをす

るス トツプの弁を押える棒の間の直絡装置は 同 様にすべ

て木材で作 られ 直 接作動するようにな つている。

dr augmenter considOrablement irefficacitO et

ie rendement du matも riei sonore qulis con―

tiennent et a pour cons6quence de permettre

le nombre dejeux nし cessaires et suffisants

Les ciaires‐voies: E‖es sont situ6es au―

dessus des tuvaux de facade,sont sculpt6es

dans un bois de tilleul′  recouvertes de

plusieurs couches de prOparation afirl de re―

cevoir ia feuille d'or  Leur rOle niest pas

uniquement esthも tique,ces ciaires‐voies per‐

metiant d'31uSte「ドしChange sonore entre e

volume intOrieur des buffets et iracoustique

de la Chapel e

Ces buffets contiennent tes cinq plans

sonores de lrinstrument, a savoir ies quatre

ciaviers manueis et ie p6d31 er  Le 9rand

buffet contient dans sa partie principale les

sommiers de ci3Vier du Grand Orgue au

centre, fianqu6s de part et d'3utre de 13

Pldale  Le sommier du ciavier d′ Echo est

situ6 dans ie soubassement et celui du

Rもcit au ttmmet de la toure‖ e centrale

Le ttmmier du clavier du Positif est en―

ferme dans un buffet autonOme situも  darls

ia bal ustrade

Le Orand buffet est compOtt de 5 toureト

les et 4 plates―faces Le Positif de 3 tourenes

et de 2 plate章 faces Au sommet des′ loureト

les se trOuvent des 'pols a feu″  qui sym‐

bolisent ia vie terrestre et c31este de l′hom‐

mes

STRUCTURES iNTER3EURES

Les liaisons mlcaniques entre les touches

des ciaviers ou du pOdalier′et ia soup39e qui

permet 占  '3ir SOus pression d′arriver iuS―

quttux pieds des tuyaux, sont rじa‖sもes en

traction directe′ う ド3ide de clavier ax`s en

queue Les trin91eries de transmisslon′ qui

sont confectionnじes en bois,sont re iじes aux

soupapes par l′ntermOd a re drun“abr釣0′1

Ce composant permet d′ act onner ies notes

disposles d'une maniёre svmttr que sur ieur

sommier a partir d'un ciavier de disposition

chromatique

Lesliaisons entre le bouton de commande

et ies barres de registres′ qui servent 占

sllectionner ies jeux de rinstrument, sont

的alement tOutes re31ittes en boに , com‐

mand6es en action directe
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オルガン基壇の後側に楔形のふいごが置かれている。こ

のバ、いごは風箱の トーン グ ルーウに加圧空気を送るもの

である。同じ場所に遠心型送風機があり そ の回転によっ

て ふ いごに空気が送 り込まれる。ふいごは 空 気の貯蔵

と調節の 2つ の役暑Jをもっている。

この再構想の枠内において 私 たちは 改 意に 現 代の

材料  た とえば 、アルミニウム 合 板 合 成樹階のごとき

ものを排除した。音の協和と無関係な団境に対する経済的

配慮においても 同 様の態度をとった。

風箱は 「スプリング チ ェス トJの 様式である。通常の

スライダー チ ェス ト風箱との大きな違いは 、おのおのの

パイプヘの風の供給が 1個 の弁を介して行なわれるという

事実にある。これらの弁は、1個 の 「′`イロッ ト」によつ

て操作される。それは 使 用者によつて作動されるス トッ

プの横棒が押し下げられるとき、 1つ のス トツプに属する

すべてのパイプの弁を一挙に開くのである。おのおののス

トップについて す べてこのように作られている。鍵盤の

一つのキーに対応するすべてのス トツプのパイプに通する

弁は す べて 1個 の幅のせまい渚状の空間の上面に配置

され こ の空間の底部に 鍵 盤のキーによつて開閉される

1個 の大型の弁が存在する 〔本文訳者補訳〕

発音部分は 、スズ分の%の 高いスズー鉛合金を用いて製

作されている。板金は鍛造加工 (マル トレ加工 )さ れ 、管

輔に向けて厚みが寿くなるように加工されている。

訳注 こ の加工法は昔行なわれていたが 機 械化が進むに

つれて行なわれなくな り 最 近にな つて 忘 れられていた

最書の加工法として注目されているものである。

この楽器のパイプ本数は2,000本強である。

次の 2つ の付属設備がこのオルガンに面白昧をつけてい

る :

やわらかな トランブラン 、ポジティフ用のもので 演 奏

者が使用を望むとき 音 の安定性をふるわせるために 風

圧に規則正しい振動を与える。

つよい トランフラン グ ラン トルグ用のもので、上記よ

Derriёre le soubassement de l'Orgue,soni

disposls trois soufflets cunliformes′  qui

alimentent en pression constante les iayes

des stlmmiers Au mOme endro t′ est placOe

une soufflante centrifuge qui′ a son tOurr ap_

provisionne les souffiets Ces derniers Ont ie

double r61e de rtterve et de r09ulatiOn dヤ air

Dans ie cadre de cette reconception,nous

avtlns もlo19nも volontairement i'usage des

matlriaux modernes, teis que raluminium′

les bois reconstitulァ les matiOres plastiques′

et ceci dans un souct d'6conOmle de masse

non consonnante

Les sommters sont du type"台 ressorts′
′

臨 9rande diffOrence avec le sommier a re―

9istres ordinaire rlside dans ie fait que

ra imentation de chaque tuyau est effectu6e

par  ′intermttiaire drune soupape  Cette

soupape est e‖ e―mOme command6e par un
"pilote″

′qui ouvre loutes ies soupapes d′ un

ieU en mome temps′ lorsque ia barre de re

9istre, actionn6e par lrut‖isateur, se baisse

Et ceci pour chaque jeu Ces soupapes sont

io96es dans i3 9raVurer Obturee el e‐mOme

par ia grande soupape correspondante a la

touche

L′avantage de ce systёme reside dans une

qualitl d'al mentation du tuyau et une tenue

de raccOrd plus favorable et moins sensible

aux diff6rences atmosphёriques

Le mattriei sonore est f3briqu6 en 311i3ge

d′ltain et de plomb′  占 lort pourcentage

d′ltain  Les feuilles sont forOles(martelles)

et diminuも es dans ies も paisseurs 占  'ex‐

trlmitl de chaque tuyau

Dans cet instrument′ ‖y a un peu plus de

deux m lle tuvaux

Deux accessOires agrもmentent cet Or9ue:

Un tremblant doux dans ‐ le vent′
'′
 au

service du Positif, qui permet une osclla―

tion r69uliёre de pression dans ie vent pour

animer ia stabilitl du stln lorsque l'o「ganiste

dOsire l′ut‖iser

un tremblant fort′  au service du Grand

Orgue,dont les oscillations sont plus 6nergi

ques que le premierりもエネルギッシュな振動を与える。



ス トップ仕様

第2範獄 グラントルグ

C , D一 c 3

ブル ドン 1 6 '

モン トル 8′

ブル ドン 8'

プレスタン 4'

フリュー ト 4′

ナザール 2%'

ドブレッ ト 2'

ティエルス 135'

フル三テュール 4列

サンノヽル 3列

コルネ 5列 (高音都 )

トロンペッ ト 8'

クレロン 4'

ヴォアユメーヌ 8′

第 1億 曇 :ポ ジティフ

C,D一 c3

ブ,t/ドン 8'

モン トル 4′

フリュー ト 4'

ナザール 2イ

ドブ レッ ト 2'

ティエルス 1%'

ラリヨ 1イ

フルニテュール 3列

サンノヽル 2 列

クロモルヌ 8'

第 3と 密 :レ シ

fO_c3(グ ラン トルグのグランコルネと同一水準に

に位置する )

コルネ 5列

トロンペッ ト 8'

お 4住 曇 :エ コー

cぃ c3(ォ ルガン墓壇内部に位置する )

コ,t/ネ 5列

COMPOS:T10N

2iSme Ciavler:Grand orgue

C r D ―c 3

BOURDON 16'

MONTRE 8′

BOURDON 8′

PRAESTANT 4′

FLUTE 4'

NAZARD 2争ゴ
DO UBLETTE 2′

TIERCE 1 35'

FOURNITURE 4 rangs

CYMBALE 3「 angs

CORNET 5 rangs tdessus)

TROMPETTE 8′

CLAIRON 4!

VOIX HUMAINE 8′

ler Clavier:Positif

C′D― c3

BOURDON 8′

MONTRE 4′

FLUTE 4′

NAZARD 2 23'

DOUBLETTE 2′

Tに RCE 1 35'

LARIGOT l 13'

FOURNITURE 3 rangs

CYMBALE 2 ranOs

CROMORNE 8′

3ieme Clavier:Rtcit

f。_c3 situl au niveau du G「and Cornet du

Grand Or9ue

CORNET 5 rangs

TROMPETE8′

4iSme cravier i Echo

c。_c3  situl dans le soubassement de

l′Orgue

CORNET 5 rangs

Clavier de Pedale
― Avec fourniture d'un peda ier francais

FF― f1 3VeC un g「 and ravalement de con―

ception o「iginale
― Avec  un  petit  p6da‖ er  germanique

C―子1(interchangeables)

ベダル健曇
一フランス式ペダル (オ リジナルの基本構想の大型拡張

による FF― fl)

一 ドイツ式標準型ベダル

(C― r)(交 換可能 )

r』



トランスミッション

トロンペッ ト 1 2 '  F

フリュー ト 8 ′

フリュー ト 4 '

フル ドン 1 げ

F ― f l

C ― f i

C 一 千1

Trensm ssiOn BOURDON 16'

TROMPETTE 12' FF― fl

FLUTE 8'      C-11

FLUTE 4'       C一 fl

ll ll培

“!11甲ri1111 11lЦぃ

フ ランス式 ベ タル

付 属 概 信

カプラー     ポ ジティフ/グ ラン トルグ

ペダル カ プラー グ ラン トルタン ペダル

つよい トランブラン

やわらがい トランブラン

平島達司教授の卓越したオルガン知識は そ のオルガン

達造に関する日本語による最初の著作がみごとに示してい

るが 教 授はそのすぐれた知見によって 今 回のプロジェ

ク トにおける基本的な選択と示唆を与えられた。ヨーロッ

パのオルガンに関する教授の研究は こ の10年間継続して

しばしばわれわれと行を共にするツアーにおいて行われた。

教授が収集した音響および写真による重要な資料は こ の

領域においてまことに異例の 注 目すべきものである。

このようにすぐれた助言のもとに 松 蔭女子学院大学は

パイプオルガンの設置という冒険事に対して万端の用意が

できたのである。友技重俊学長とそのスタッフ 先 生方も

全職員も 申 し分ない様式でわれわれを迎えてくださつた

が こ れは わ れわれにとつて幸福な忠い出として残るこ

とであろう。けだし わ れわれに対してなされたような配

慮と好意が オ ルガン ピ ルダーに対してなされるのは稀

有の事なのである。

また同様に 建 物の音響的課題と楽器の設置条件につい

てオルガン ピ ルダーの意見に寄せられた関心も稀有のも

のであった。これらすべては し かしながらきわめて重要

Accouplement Grand

Ti「asse      G rand

Tremblant fort

Tremblant doux

Positif/Orgじe

Orgue

CONCLUS,ON

C'est 9raceぅ|'extraordinaire conn3iSSance

or9anologique′ par ailleurs 3dmirablemerlt

dlmontrle dens ie premier ouvrage sur ia

Facture d′Orgues, en ian9ue 」aponaiser que

e Professeur Tatsushi HIRASHIMA 3 Su

faire les choix et ies su99est ons fond3men―

tales du projet Sa recherche sur ies Or9ues

en EUF10PE l′a conduit au cou「s de ra der_

niOre dlcennie a 6tre sOuvent parmi nous et
'importante documentat on sonore et pho‐

tOgraphique qull a pu constituer′ est ex‐

ceptionnelle et remarquable dans ce do―

maine

Ainsi′adm rablement contti116e′ ′Univer

sitO SHO!N′ 6tait prOte a affrOnter i′aventure

d′un Or9ue Son Pr3sident, M shigetoshi

TOMOEDA′ et ses col aborateurs′ ses pro‐
fesseurs ainsi que tout son personnel′ nous

ont recu d′une faOon exemp13ire,qui laissera

un heureux souvenir car il est rare que l'on

pO「te 3uX Facteu「sd'Orgues l′attention et ia

reconnaissance qui nOus ont Otもreservees

R3re 6931ement,  ′ int6rOt pOrtё a  '3ViS

d′un Facteur d'o「gues,en matiё re d'acousti

ドイ ツ式 頓 率型 ベ ダル

LES ACCESSO!RES:

一　

一　

一　

一

語お
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な事柄であつて 建 築家 永 日祐三氏が そ の協力的なス

タッフとともに か くも望ましく か くも讃歎すべき性能

をもつ建造物をわれわれに与えることができたのである。

この工程全体およびわれわれの滞在に直授 間 接に貢献

してくださったみなさんに わ れわれのよき忠出と衰心よ

りの感謝を捧げる次第です。

今は 吉 楽家の人たちがわれわれからバ トンを受けて

その才能と言葉とによってこのオルガンの生命に寄与され

ることを祈りたい。

一年間の休みなき労働の結実であるこのオルガンを こ

こに提供する。組立の期間中 チ ャペル内の温度は30℃に

近いものであつたが 若 いメンバー全員は 仕 事の成就へ

の熱意に支えられ 終 始 献 身的であつた。

この機会に そ の労苦 知 見 忍 耐に対して か れらに

讃辞を呈しておきたい。

この事業への参画者を以下に列記して謝意を表する。

諮間者 : ミ シェル シ ャピュイ (ジュー )

アン ドレ イ ズワール (パリ)

トン コ ープマン (アムステルダム )

製 作 : ヘ ルマン ク ライン (パイプ)

担当者 : ジ ルベール メ ロ (木工 )

ガブ リエル メ ロ (木工 )

ミシェル メ ロ (木工 )

オルガン
建造家 :  ド ウニ

クロー ド

que de structures et de conditions d′n st3‖3‐

tion d'un instrument Toutes ces op6rations

sont pourtant si imporiantes,et, ′architecte

M Vuzo NAGATA′ 3ss st6 de Sa sympath

que lquipe,a su nous donner un batiment de

qua it`tant souhaitl et iant admir0

0ue tous ceux,qui ont contr buls de prёs

ou de ioin a la r13 SatiOn de cet ensemble et

au dもroulement de notre sljour, SOient ici

assurOs de notre bon souvenir,de noire pro‐

tonde reconnaissance et de nos sincёres re―

merciemenis

A prOsent″ puissent ies musiciens pren

drent te reiais dans ce chemin pour′ さ leur

tour″ contribuer avec le talent quron ieur

connait et ia musique qu′ ls voni nous

donner″a la vie de cet Or9ue

Nous vous proposons cet Ouvrage qui est

te fruil d′un trava d'une annle sans relache

Bien que la tempOrature de l'ёdifice avoisina

les 30°C duranties sOances de montage′tous

eS ieunes cOrnpagnons atiach6s et sens b es

a la rlussite de leur trav3‖ furent toulourS

fidOles

A cetie occasion, ie VOudrais ies fじ citer

pour ieur souci  leur connaissance et ieur

patience

J″a merais remercier ei c ter ies partic

pants a cette r131 Sationi

Les Conse leursl

Miche CHAP∪ S(」OUHE)

Andr6 iSO IFR(PAR S)

Ton K00PMAN(AMSTERDAM)

Les R6a isateurs:

Hermann KLEIN ltuyaux)

G beri MAIROT IEb6n sterie)

Gabttel MA!ROT(Eb6n ster c)

M che MAIROT tEbё nistette)

ei les F3Cteurs d'Or9uest

Denis BOITEUC

C!aude DREZET

Roman t〔 GROS

Ser9e MIDEZ

Nicole SCHELL

′`VO fr3m STUTZLE

ロマン

セル ジ ュ

ニ コル

ウォルフラム シ ュテュツツレ

ポワ トウー

ドゥルゼ

ルグ ロ

ミデ

シ ェ ル

神戸. 1983年 7月 14日

KOBEフ LE 14 JUILLET 1983



マルク ・ガルニエーーーオルガン建澄暮

アルザスの 日家の出であるマルク ガ ルニエは 中 等教

育の課程において ベ ルフォールの国立高等工業学校で

工学および実地教育を受けた。

1965年 パ イプオルガンの楽音とそのメカニズムに感動

し ス トラスブールのオルガンエ匠クル ト シ ュウェンケ

デルの計で 4年 間の修業を積む。

オルガン建造家の免許を取得。北欧の技法を学ぶため北

ドイツに赴く。この時期 ハ ンブルグの工匠ル ドルフ フ

ォン ベ ッケラー トに師事する。

つづいて 南 独ハイデルベルクのライナー シ ュッッェ

の許で  1年 間 ク ラヴサンの製作にたすさわる。

オルガンとクラウサンの建造界にデピュー。アシヨナン

神父の協力によリ オ ー  ド ゥーの小村ギュイヤン ウ ェ

ンヌにて自立。たちまち 新 しいオルガンの注文を受ける

ようになる。

楽器の構想 設 計 、製作全般における経験の結果 建 造

するオルガンの性格について正健な選択をなすに至る。

かれのオルガン理念にとくに共鳴する外国の顧客たちの

要望により か れの楽器はJヒドイツ オ ース トリア オ ラ

ンタ 、スイセ ヨ ルダシ ア メリカ合衆国  日 本 etc

に進出することになる。

現在 、数人の協力者とともに ヨ ーロッパ17～18世紀の

時期の楽器の再構想という理念のもとに 新 しいパイプオ

ルガンを建造している。

かれの妻エ リザベー ト ガ ルニエ バ ラコワは 四 児の

母であるが 積 極的な協力者であって 詣 テス トや楽器の

試奏 関 連する音楽や文献のレコー ド録書を分担している。

MARC GARNIER― FACTEUR

DORGUES(1947～ 〕

issu de vieille fami e AlsacienneャMarc

GARNIER′ 3 SuiV au cours de sa sco aritl

secondaire′ un enseignement technologique

et pratique au Lycじe Technique d'E13t de

DELFORT

En 1965, sensibi isじ par les sons et i3

mもcanique de rOrguer il contracte un ap‐

prentissage de quatre anntes chez le Ma↑tre

Facteu「d'0「9ues Strasbourgeois Kurt sCH_

V V E N K E D E L

i  obtient sOn brevet de compagnon

Facteur d′Or9ues et se met en route vers

ドA‖emagne du Nord pour y ltudier ie

mltier′ dans ces provinces nordiques Au

cours de cette plriodeィ  ii se mettra au

service du Facteu「  Hambour9eois Rudolf

von BECKERATH

Suite a ce 主10ur′ i passera une ann6e

chez SCHUTZE a HEIDELBERG (A‖ e―

m39ne du Sud)pOur urle prise de contact

3VeC ia Facture de ciavecin

Aprふ  ses dじbutes dans ies Mltiers de ta

Facture d′or9ues et de Ciavecin, i s'013b ra

a  s o n  c o m p t e  d  G U Y A N S  V E N N E S′ p e t i t

Vi'39e du  Haut‐Doubs, 3id6 par  'abbl

ANGONIN TrOs rap dementr des march6s

d′Or9ues neurs iui seront confiOs

l'じfficacitO dans ia conception,ドltude et

i3 r60 isation int19rale de ses instruments, lui

permettra de faire un choix assez prlcis de

la nature des Or9ues qu′il construira

Aussir i sera solicitO par une c entSie

じtrangёre  particu ilrement  sensible  d  s3

conceptiOn orgenologique et ses instruments

partiront pour l夕ヽ lemagne du Nord,ド Autr―

che, la Hollander ia Suisse, la 」ordanie, les

Etats―Unis,le」apon

Aid` par plusieurs compagnOnsャ  十i con―

struit des Or9ues neufs d3ns lresprit de la

reconception drinstruments des h3uteS も po―

ques des XVlte_xvHle siё C es eurOplens

Son Opouse′ E isabeth GARNlER― BARA‐

KOWA′  mOre de quat「 e enfants prend part

activement aux tests et a ′essai musical des

instruments  par  lrinterprltation  et  ′en―

rttistrement phono9rephique des musiques

et de la litttrature appropr tes
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チ ャ ベ ル の 音 喜 設 計

竹中工務店技術研究所  オ 」 井 信  義

松 本  敏  郎

荒 木 邦 彦

オルガン田係者の要求条件

チャペル設計に先立ち 、オルガン関係者から要求された吉警条件は次のとおりである。

● 会 衆席でオルガンの音を聴く場合に 直 接音と天丼で反射されて到来する間媛書の時間差がち0秒

以上あくとコダマとして聞こえて不愉快になる。これを防止するためにオルガンを高い位置におく。

オルガン ギ ャラリーの高さを 4mと する。

12)オ ルガンの音を充分に拡散させるため オ ルガンの音が最も遠い天丼にも到連できるよう オ ル

ガンの上88と天丼の間にも充分な空隙をとる。オルガンの高さを10mと 仮定すると 天丼の高さは 4+

10+4=1 8rnく らい欲しいところであるが 費 用の点も考え 一 応165mと して設計を進める。

13h 席数は300とし 察壇面積も考慮して 幅 約12m 奥 行約25m 高 さ約165mと して 88屋 の固有

振動の共鳴を生じないよう寸法比を算出する。

“, オ ルガンの音や会衆の歌がどこで鳴 っているか分らず 天 からに つて来るように聞こえるような

できるだけ完全な拡散言場を作る。

O 残 響時間の自標を空室35秒 以上 浦 席25秒 以上とし 周 波数帯域で見れば 低 gで 残響が長く

ならぬよう 良 質の残響が得られるよう配慮する。

0 説 教の明瞭度については 以上の話条件を確認した後に スピーカー設備などを用いて対策を立て

る。

面配情条件に対する裁々の対応策

18世紀のフランス ク ラシック オ ル ガンの書 きを再現できるようなチヤペルの音響設計に関して

我々は全く無知であつた。直ちに着手すべき事柄は 実 際のヨーロツパの教会に出かけて行き、オルガ

ンの音を聴き、音響工学的観点から 教 会堂の規模 形 状 室 内仕上げを観察 測 定し 残 響時間を実

測することであった。そこで 村 井信義が平島連司教授に随行して 昭 和55年 昭 和56年のオルガン

ツアーに参加することとな った。

調査した教会は フ ランスをはじめとし、イタリア 西 ドイツ 東 ドイツ オ ランダの約90の教会で

あつた。残響時間の演J定には ピ ス トルの発射きが使われることが多いが 我 々はゴム風船の破裂吉を

音源に使用した。

これらの数会のうち ガ ルニエ氏の工房に近いモル トーの数会が 、規模も松蔭のチャペルに近く オ

ルガンの響きも美しかったので お 手本として詳181な測定を行な つた。

この ように 、実際にヨーロッパの教会堂に行ってみると わ が国の教会堂とは全く異なる書審状態に

あり こ の状態を再現するためには わ が国でこれまで慣用されて来た指針とは異なる観点から音響設

計を行なわなければならないことが明らかとなつた。
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ヨーロッパ教会の強母時間実潟値

との関係

我々の今回の実測によると ヨ

ーロツパの教会の残響時間は圧倒

的に長いものであり 現 在一般に
   残

用いられているKnuasen提案の最    ロ

適残審崎闇は 短 すぎることが明    時
日

らかとなった            R T  Ⅲ

( 図 1  )                        ( s o c )

松電チヤベル残をの日波数特性改善のための書案

ヨーロッハの教会の残響の周波数特性は 中 吉頬に山があって 低 吉域は低くな つており 高 吉域も

それほど低下しない。我が国では 高 吉域の低下が連けられないが こ れはヨーロッバの空気が乾煉じ

ているのに対し 我 が国の湿度が高く 水 蒸気が高サの残書を吸収するためであって 止 むを得ない現

象である。

松蔭チヤベルや東京カテ ドラルのように 窓 のないコンクリー トの部屋を作ると 低 吉域の残響が格

段に強くなつて 吉 楽や説数の明瞭度を著しく害するものである。ヨーロッハの教会堂では か な tlの

面積のステン ドグラスがあリ ガ ラスが低音をタトヘ逃がし 高 吉域は室内に反射され戻すので 周 波数

特性が改善される。このステン ドグラスの役割を実たすものとして コ ンクリー トフロックを利用する

ヘルムホルツの レソネーターを開発した 図 21実 施の結果は き わめて良好な結果が得られた。

(a)400 (b)125 Hz用

残 ,濁 建用 砂
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図  1 教 会の規模 1室容量 |と 残摯時間 -500 H z

軍
‐ 0

軍 ] m
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部屋の固有振動数による共鳴現象を生 じないことの確泌実験

我々は 学 校 当局お よびガルニ

エ氏 と入念 な打合わ せの士 最 終

的な チ ャヘルの講元 と室内仕上 を

表 1  表 2の とお り設定 した ,そ

こで1 2ぃの模型 を作製 し 各 種の吉

響実験 を行な った。

表 -2  チ ャベルの室内仕上

と型 安 聖

]ン ハキ t 1 2×
2下地十ヒー リンタ 〔

6 + E P I

野ホ=萄曝0 2 2 5 X 0 2 2 5

コンクリー ト打放 t  E P I

リブ句コンクリー トフロッ,十 L I P付タイル

同上  レ ソネ タ  タ イフ 1 2 5 予, - 1 5 0 ケ

同 士 レ ソネータータイフ 5 0 0 F , - 4 5 0 ケ

1 ぎ  オ ルカンに望他

コンク リー ト打張 し十 E P I

―い床   五 目1 石  J  P l 古 上

車  t 自  割 F する  本   電

表  1

室 な 積 V

ヨ表面1喬6

収容人島 '

V S

i  V  P

X    内 数値

チ ヤベルの指元

」Ⅲ'1 4  3 382 6

1 903 8  1 996 3

340 人

1 ?89  1 694

10 0   , JJ

‘　
　
甫

是非 とも防止 する必要のあ った固有帳動の共鳴は 模 型実寧によるエ コー タイムハターンか ら そ れ

を防止 し得たことがn I明された 図 3

オルガン完成後の残響周波数4寺性 を実' q !した結果は図 4の とお りとな り 関 係者―同 が企図 した とお

りのイさ果が得 られ たの である .

ロー 3  エ コータイムバターン ( 2 K H Z  4 W A V E )

はオルガンち十三f置 さrt i lttrtr,1ヨ

店

申  コ  可   ス テン ド,ラ ス

A l A 4

A 2 A 5

A 3 A 6

田 速 取

注  上 □ を も と に し て  な め ら か な

曲 線 に な る よ う に 調 整 す る 。

□  4 残 摯時間同波数特性
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程工作製

モル トー の工房 にて オ ル カンケー スの完成 を見 る

松碕チャヘルに オ ルカン雲J着
荷ほとき作業を行う11983年6月 4日 )

クラン トル ケ風箱 の弁の寵建

組立中 のクラン トル クとホシテ ィー フの全景

クラン トル ク基壇の取付 (400k3)
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グラン トルグBお の取付

バルコニーの手すり・床板及び入口上部

天丼の取付

1日 の出(キー )の前面装姉

レシのB宿 と トラツカーのメカこズム

ポジティーフのクロモルヌをコ車する 0マ ン ・ルタロ
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兵 字

ポジテイーフの トラツカーのバネを点検する
ヴォルフラム ・シュテュッツレ

グラン トルグの トラツカーを海理する
クロー ド・ドゥルゼ

,伊

グラン トルグ基垣の義節を取付ける
ミシェル  メ El

パイプの発書準備をする
こコル シ ェル

ヽ

フルー ト害を破いて徳調壼する
マルク ・ガルニエ

景

信
代

2 7



祝 パ イ プ オ ル ガ ン 完 成

主 を ほ め た た え よ  そ の 場 所 で 神 を ほ め た た え よ

そ の 力 の あ らわ れ る 大 空 で 主 を ほ め た た え よ

そ の 大 能 の は た ら き の ゆ え に 主 を ほ め た た え よ

そ の す ぐ れ て 大 い な る こ と の ゆ え に 主 を ほ め た た え よ

ラ ッパ の 声 を も つ て 主 を ほ め た た え よ

立 春 と春 と を も つ て 主 を ほ め た た え よ

鼓 と踊 り と を も っ て 主 を ほ め た た え よ

格 琴 と笛 と を も って 主 を ほ め た た え よ

音 の 高 い シ ン バ ル を も っ て 主 を ほ め た た え よ

鳴 りひ び く シ ン バ ル を も つ て主 を ほ め た た え よ

急 の あ る す べ て の も の に 主 を ほ め た た え さ せ よ

主 を ほ め た た え よ

詩 篤 第 1 5 0 薦

全能の神よ、願わくは我らの折りを聞こじめし、もの御手をもって、このオルガン

を祝し、このオルガンを用いて 御 使いと天の全会衆とともに父なる神を讃美し、

常に殺いの道を進ましめたまえ。このオルガンを表する者 、またこのオルガンとと

もに神を讃美する者の信仰を強め 、御名の栄光を現わすことを得させたまえ

御子 イエス=キ リス トによりてこいねがい奉つる。       ア ーメン
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